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表紙説明
　町が今年２月末まで募集していた「ご当地キャラ大募集（平成 24 年 12 月号「広報きかい」掲載）」に、　町が今年２月末まで募集していた「ご当地キャラ大募集（平成 24 年 12 月号「広報きかい」掲載）」に、
島内外から計１８５点にのぼる応募が寄せられた。それを受けて 5月 17 日、役場研修室で小中学校職員や島内外から計１８５点にのぼる応募が寄せられた。それを受けて 5月 17 日、役場研修室で小中学校職員や
高校生の代表、観光関係者などの選考委員による「喜界町マスコットキャラクター選考会」が行われた。高校生の代表、観光関係者などの選考委員による「喜界町マスコットキャラクター選考会」が行われた。
　デザインやイメージなどを基準に審査が行われ、最も得票数の高かったキャラクター“よろこびと”が選　デザインやイメージなどを基準に審査が行われ、最も得票数の高かったキャラクター“よろこびと”が選
ばれた。“よろこびと”は、これから様々な場面で町のＰＲ活動の一翼を担う。キャラクターの紹介は２ｐ。ばれた。“よろこびと”は、これから様々な場面で町のＰＲ活動の一翼を担う。キャラクターの紹介は２ｐ。

町公認マスコットキャラクターが決定！！町公認マスコットキャラクターが決定！！

「よろこびと」「よろこびと」
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喜界島のしあわせをもっと大きく喜界島のしあわせをもっと大きく

　ごま粒
つぶ

のような身
か ら だ

体に元
げ ん き

気がいっぱい、くり

くりおめめにサクナー（ボタンボウフウ）帽
ぼう し

子が

チャームポイントの“よろこびと”。みかんの形
かたち

を

したポシェットにはみんなを幸
しあわ

せにする“しあわ

せの種
たね

”がぎっしり！みんなの喜
よろこ

ぶ笑
えが お

顔が大
だい す

好き

で、そらまめシューズで島
しま

じゅうを駆
か

け巡
めぐ

るよ。

いまもあなたのそばでいまもあなたのそばで潜潜
ひそひそ

んでいるのかも ･･･んでいるのかも ･･･
“よろこびと”“よろこびと”

　サンゴの石
いしがき

垣の隙
すき ま

間に住
す

んでおり、しまっ

ちゅを幸
しあわ

せにするという幻
まぼろし

のこびと“よろこ

びと”

　普
ふだ ん

段はしまっちゅに見
み

つからないよう、カ

メレオンのように姿
すがた

を変
か

えて行
こうどう

動している

よ。今
いま

もあなたの周
まわ

りに“よろこびと”が隠
かく

れているかも。

　

く

チ

し

せ

で

喜界町マス
コットキャラクター喜界町マス
コットキャラクター

「よろこびと」「よろこびと」

隠

2



平田大一さんの音楽・踊りを取り入れた平田大一さんの音楽・踊りを取り入れた
講演は好評を博した講演は好評を博した広場では多くの出店があった広場では多くの出店があった

好評を博した「手工芸三人展」 町長（左）と隈元市長（右）伊佐市の出店では特産品の伊佐米
などが販売された

　

産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典
「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念
・
第

10
回
し
ま
興
し
祭
り
」
が
６
月
29
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
商
工
部
門
や
社
会
福
祉
部
門
な
ど
の
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た

個
人
16
人
・
１
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
小
浜
島
出
身

の
平
田
大
一
さ
ん
が
「
人
づ
く
り
の
種
を
ま
く
〜
産
業
と
文
化
で
興
す
人
と
地

域
と
未
来
の
は
な
し
〜
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
手
工
芸
家
3
人
に
よ
る
「
手
工
芸
三
人
展
」

も
催
さ
れ
、
自
慢
の
作
品
数
十
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
で
は
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
展
示
、
各
種
売
店
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
た
。

の
時
に
多
く
の
感
動
を
体
験
す
る
こ
と

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
大
人
が
感
動
の
種

を
播
き
続
け
て
ほ
し
い
」
と
力
説
し
た
。

ま
た
、
平
田
さ
ん
と
う
る
ま
市
（
旧
勝

連
町
）
の
子
供
達
が
創
り
上
げ
た
劇
の

一
場
面
も
上
映
さ
れ
、
完
成
さ
れ
た
演

技
・
演
出
な
ど
に
観
客
は
響どよ
め
き
、
主
役

の
高
校
生
が
舞
台
後
の
あ
い
さ
つ
で
母
に

感
謝
す
る
シ
ー
ン
を
見
て
涙
す
る
町
民
も

い
た
。

　
「
手
工
芸
三
人
展
」
で
は
、
鹿
児
島
市

で
（
有
）
益
田
織
物
を
営
む
益
田
勇
吉

さ
ん
（
鹿
児
島
市
在
住
）
と
、
日
本
手

工
芸
美
術
協
会
員
の
内
野
美
智
子
さ
ん

（
埼
玉
県
在
住
）、
草
木
染
工
房
を
営
む

大
島
順
子
さ
ん
（
小
野
津
）
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
多
く
の
町
民
を
魅
了
し
た
。

　

広
場
で
は
多
く
の
出
店
が
あ
り
、
特

産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
町
民
で
賑
わ
っ

た
。
本
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ぶ
伊

佐
市
か
ら
も
毎
年
出
店
が
あ
り
、
今
年

は
隈
元
新 

伊
佐
市
長
一行
が
訪
れ
、
交

流
を
深
め
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
恒
例
の
抽
選
会

が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
１
等
商
品
を

目
指
し
て
一
喜
一
憂
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

川
島
町
長
は
、「
本
町
の
大
き
な
目
標

で
あ
る
産
業
、
文
化
、
健
康
福
祉
の
発

展
は
、
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
助
け
合

い
な
が
ら
『
人
と
自
然
と
が
共
存
す
る

素
晴
ら
し
い
喜
界
町
』
を
み
な
さ
ん
と
共

に
創
り
上
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
は
本
町
発
展
に
長
年
貢
献
し
た

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
表
彰
者

は
次
の
と
お
り
。

表
彰
者

【
地
方
自
治
部
門
】

　

新
田
俊
彦（
志
戸
桶
）、嶺
倉
克
巳（
滝

川
）

【
教
育
部
門
】

　

吉
元
秀一（
花
良
治
）

【
産
業
部
門
】　

　

西
田
ひ
さ
ゑ
（
荒
木
）、
盛
光
弘
（
羽

里
）、碇
山
文
雄
（
荒
木
）、 

薫
勇
治
（
小

野
津
）、 

豊
島
代
子
（
湾
）、
喜
界
高
等

学
校
商
業
科
、
浜
田
正
已
（
先
山
）、
福

島
克
幸・美
紀
子
（
川
嶺
）、高
岡
清
（
赤

連
）、
植
田
國
夫
（
池
治
）、 

西
岡
秀
道 

（
上
嘉
鉄
）、
出
羽
史
三
（
嘉
鈍
）、
愛
島

富
藏
（
赤
連
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

講
演
で
平
田
大
一
さ
ん
は
「
子
ど
も
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交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達

成
を
記
念
し
商
店
街
な
ど
を
パ
レ
ー
ド

　

町
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
・
川

島
健
勇
町
長
）
が
主
催
す
る
「
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成
」
記
念

式
典
・
パ
レ
ー
ド
が
6
月
4
日
に
開
催
さ

れ
た
。

　

役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
式
典
で
川
島
会
長
は
「
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成
は
大
き
な

喜
び
。
今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
に
安

心
安
全
な
町
づ
く
り
に
努
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
田
中
耕
一
郎
署
長
（
奄
美

警
察
署
）
は
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

２
０
０
０
日
、
３
０
０
０
日
と
更
新
し
、

日
本
一
安
全
な
町
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

　

ま
た
、
今
年
5
月
に
行
わ
れ
た｢

第

23
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
奄
美
場
所
ｉｎ
喜 一日警察署長に任命された勇美玲さん

　

町
と
区
長
会
が
共
催
す
る
第
29
回
壮
年
ス

ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
6
月
23
日
、

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は

各
集
落
か
ら
合
計
27
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、

各
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

同
大
会
の
出
場
資
格
は
40
歳
以
上
。
１
チ
ー

ム
は
10
人
で
、
40
・
50
・
60
歳
代
か
ら
選
ば
れ
た

各
３
人
・
計
9
人
の
選
手
と
、
ど
の
年
代
か
ら
で

も
出
場
が
可
能
な
選
手
1
人
で
編
成
さ
れ
る
。

　

予
選
は
、
リ
ン
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
対

戦
し
、
各
ブ
ロッ
ク
か
ら
勝
ち
あ
がっ
た
赤
連
Ａ・

Ｂ
、
荒
木
Ａ
・
Ｂ
、
手
久
津
久
、
上
中
Ａ
、
上

東
Ａ
、
早
町
の
計
８
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
照
り
つ
け
る
炎
天
下
の
中
、
前
評

判
が
高
か
っ
た
赤
連
Ａ
と
、
準
決
勝
で
赤
連
Ｂ

を
破
っ
た
荒
木
Ａ
が
対
戦
。
1
回
裏
の
攻
撃
、

界
」
に
お
い
て
、
個
人
戦
小
学
3
年
の
部
で

優
勝
し
た
勇
美
玲
さ
ん
が
一
日
署
長
を
努
め

た
ほ
か
、
県
警
が
主
催
し
た
「
交
通
安
全
い

き
い
き
ゼ
ロ
ゼ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
昨
年
8
月
〜

今
年
1
月
開
催
）
で
、
会
員
全
員
が
無
事
故

無
違
反
だ
っ
た
と
し
て
、
島
中
集
落
の
高
齢
者

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
「
一
心
会
」 （
寳
利
一
郎
会

長
）
が
表
彰
さ
れ
た
。
最
後
に
、
喜
界
小
１

年
の
外
内
隆
太
郎
く
ん
と
早
町
小
１
年
の
坂

元
勇
心
く
ん
が
「
道
路
を
渡
る
と
き
は
右
左

を
よ
く
見
て
渡
り
ま
す
」
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
事
項
を
宣
言
し
、
式
は
終
了
し
た
。

　

式
後
は
、 

役
場
前
を
出
発
点
に
行
政
や
小

中
学
校
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の

パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
、
参
加
者
た
ち
は
「
祝

１
０
０
０
日
達
成
」
の
横
断
幕
や
の
ぼ
り
を
掲

げ
て
、
商
店
街
を
練
り
歩
き
、
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
を
町
民
に
呼
び
か
け
た
。

60
歳
代
の
頑
張
り
が
光
っ
た
赤
連
Ａ
が
優
勝

　
　
〜
壮
年
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

役場前を起点にパレードが始まった

Topics in KIKAIJIMA

優勝した赤連Ａと3位の赤連Ｂメンバー

荒
木
Ａ
は
犠
牲
フ
ラ
イ
で
1
点
を
先
制
し
た
。

対
す
る
赤
連
Ａ
は
3
回
表
の
攻
撃
、
3
塁
打

な
ど
で
3
点
を
連
取
し
逆
転
に
成
功
。
続
く

4
回
表
の
攻
撃
は
内
野
安
打
や
相
手
の
エ
ラ
ー

で
3
点
を
追
加
し
、
結
果
は
6
―
1
で
赤
連

Ａ
が
優
勝
。
惜
し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
た
赤

連
Ｂ
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　

優
勝
し
た
赤
連
Ａ
の
高
岡
清
信
監
督
は

「
赤
連
は
好
選
手
が
多
い
た
め
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

争
い
が
激
し
く
、
皆
が
常
に
危
機
感
を
持
ち

な
が
ら
練
習
し
て
い
る
。
特
に
チ
ー
ム
の
『
和
』

を
大
事
に
し
、
厳
し
い
練
習
の
後
に
は
毎
日
飲

み
ニ
ケ
ー
シ
ョン
で
親
睦
を
図
っ
た
。
今
大
会
は

〝
打
っ
て
も
走
っ
て
も
よ
し
〞
の
60
歳
代
の
選

手
が
活
躍
し
た
お
か
げ
で
優
勝
で
き
た
。
来

年
も
連
覇
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
。
2
年
ぶ

り
に
優
勝
旗
を
手
に
す
る
こ
と
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
噛
み
締
め
て
い
た
。
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喜
界
島
音
楽
祭
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
が
６
月
２
日
、
寝
屋
川
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
（
大
阪
府
）
で
開
催
さ
れ
た
。
本

町
在
住
・
出
身
者
な
ど
の
唄
者
や
歌
手
、

バ
ン
ド
が
出
演
し
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
し
た
。
会
場
入
口
で
は
、
白
ゴ
マ
や

黒
糖
焼
酎
、
有
機
食
品
と
いっ
た
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
喜
界
島
物
産
展
」
も
催

さ
れ
、
会
場
に
は
本
町
出
身
者
な
ど
約

７
５
０
人
が
駆
け
つ
け
た
。
同
音
楽
祭
の

開
催
は
３
年
ぶ
り
２
回
目
。

　

オ
ー
プ
ニン
グ
は
奄
美
の
唄
者
・
小
林
な

り
よ
し
さ
ん
、
東
京
で
活
躍
す
る
牧
岡
奈

み
ん
な
で
「
喜
界
島
、
い
い
ね
！
」

〜
喜
界
島
音
楽
祭
・
大
阪
〜

　

永
井
嘉
文
さ
ん
（
赤
連
）
の
菊
工
場
（
花

だ
よ
り
）
前
の
無
人
販
売
所
を
利
用
す
る
農

家
な
ど
が
主
催
す
る
「
２
０
１
３ 

花
だ
よ
り

祭
」
が
6
月
8
日
、
同
工
場
前
の
広
場
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
新
鮮
な
野
菜
販
売
だ
け

で
な
く
ス
プ
レ
ー
菊
の
販
売
、
染
め
物
体
験
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
だ
か
り
で
賑
わ
っ
た
。

同
祭
の
開
催
は
初
め
て
の
試
み
。

　

場
所
を
提
供
し
、
企
画
に
も
携
わ
っ
た
永

井
さ
ん
は
「
農
家
か
ら
『
し
ま
興
し
ま
つ
り
の

出
店
前
に
出
荷
時
期
を
迎
え
る
野
菜
が
多
い

た
め
、
独
自
の
祭
り
を
開
催
し
て
ほ
し
い
』
と

頼
ま
れ
て
い
た
。
販
売
所
を
利
用
す
る
農
家

と
検
討
を
重
ね
、
3
年
の
構
想
期
間
を
経
て

実
現
し
た
。
今
後
は
春
、
秋
の
野
菜
収
穫
時

期
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

盛
況
だ
っ
た
農
家
企
画
の
祭
り

　
　
　

〜
２
０
１
３ 

花
だ
よ
り
祭
〜

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
使
っ
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
体
験

　

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
梶
原
貴

史
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
主
催
す
る
「
第

１
回
一般
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
体

験
・
熱
中
症
対
策
」
が
６
月
22
日
、
町
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
井
上
聡
子
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
上
嘉
鉄
在
住
・
鹿
児
島
市

出
身
）
を
招
き
、
32
人
の
参
加
者
は
体
の
中

心
の
筋
肉
を
使
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス

な
ど
を
体
験
し
た
。　

　

梶
原
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
ピ
ラ
テ
ィ

ス
は
体
の
ゆ
が
み
を
見
つ
け
る
方
法
や
正
し
い

姿
勢
を
作
る
方
法
な
ど
が
あ
り
、
奥
が
深
い
。

か
な
り
好
評
だ
っ
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
人
が

体
験
で
き
る
よ
う
に
、
講
師
と
日
程
を
調
整

し
、次
回
の
開
催
を
目
指
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
、
体
の
中
心
を
使
う
イ
ン

ナ
ー
マッ
ス
ル
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
姿
勢
の
改

善
・
シェ
イ
プ
さ
れ
た
ウ
エ
ス
ト
作
り
・
け
が
を

し
に
く
い
体
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

新鮮で安い野菜などが飛ぶように売れた

シマの話題

【写真提供　きかい１００スポーツクラブ】

美
さ
ん
（
赤
連
出
身
）、
民
謡
甲
子
園
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
川
畑
さ
お
り
さ
ん
（
湾
）

が
共
演
し
「
よ
い
す
ら
節
」
を
披
露
。
続
い

て
「
島
の
ブ
ル
ー
ス
」
を
出
演
者
全
員
で
大

合
唱
し
、
大
い
に
盛
り
上
がっ
た
。

　

そ
の
後
は
、
西
商
店
を
営
む
西
徹
彰
さ
ん

（
小
野
津
）、一昨
年
に
フ
ラ
ガ
ー
ル
甲
子
園
で

優
勝
し
た
ハ
ナ
サ
め
ー
ら
び（
上
田
昂
の
さ
ん
、

栄
菜
々
子
さ
ん
、
幸
可
菜
恵
さ
ん
）、
今
回
の

た
め
に
再
結
成
し
た
兄
弟
デ
ュ
オ
ｄｏ
ｋ
ｉ
・
ｄ

ｏ
ｋ
ｉ
（
土
岐
宏
大
さ
ん･

土
岐
和
貴
さ
ん
）、

今
年
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
を
発
売
し
た
東
郷

晶
子
さ
ん
（
赤
連
）、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招

待
さ
れ
た
安
田
竜
馬
さ
ん
（
徳
之
島
）
が
出

演
す
る
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
登
場
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、「
喜
界
島
い
い

ね
！
」
と
書
か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身
に
つ

け
た
出
演
者
と
、
観
客
が
一
体
と
な
っ

て
「
六
調
」
を
唄
って
踊
り
、
最
後
に

全
員
で
「
喜
界
島
いい
ね
」
と
声
を
上

げ
、会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

同
音
楽
祭
を
企
画
し
た
栄
忠
則
さ

ん
（
湾
）
は
「
今
回
は
弟
（
栄
忠
行
・

大
阪
府
在
住
）
と
の
共
同
企
画
。
喜

界
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
阪
在
住
者
の
方

に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
多
大
な
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
喜
界
島

に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
魅
力
が

あ
り
、
多
方
面
で
活
動
す
る
人
が一緒

に
な
って
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

反
省
点
も
多
々
あ
る
が
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
が
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

声を張り上げ「喜界島、いいね！」
【写真提供 越智光男さん（奈良県在住）】
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島
唄
を
つ
な
ぐ

〜
安
田
民
謡
教
室
ミ
ニ
発
表
会
〜

　

安
田
民
謡
教
室
（
代
表
者
・
安
田
末

子
さ
ん
）
は
５
月
24
日
、
中
央
公
民
館

和
室
に
お
い
て
ミ
ニ
発
表
会
を
行
い
、
同

教
室
の
門
下
生
15
人
が
「
行
き
ゅ
ん
に
ゃ

加
那
」
な
ど
25
曲
を
披
露
し
た
。

　

会
を
企
画
し
た
安
田
末
子
さ
ん
は

「
先
輩
の
頑
張
り
を
見
る
こ
と
で
、
こ

ど
も
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
。

こ
の
場
を
機
会
に
、
さ
ら
に
本
格
的
に

頑
張
って
欲
し
い
」
と
今
後
の
飛
躍
に
期

待
し
た
。

　

安
田
民
謡
教
室
は
昭
和
43
年
設
立
。

喜
界
を
代
表
す
る
唄
者
・
牧
岡
奈
美
さ

ん
や
川
畑
さ
お
り
さ
ん
な
ど
を
輩
出
し
、

現
在
の
会
員
は
25
人
。
門
下
生
は
通
算

し
て
千
人
を
超
え
る
。
毎
年
奄
美
民
謡

協
会
な
ど
が
主
催
す
る
大
き
な
大
会
に

は
毎
回
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

それぞれに色がある生徒たちの島唄が
次々に発表された

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
界
福
祉
ネ
ッ
ト
ご
ま
畑

（
得
本
拓
理
事
長
）
の
設
立
総
会
が
５
月
21

日
、
旧
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
各
関
係
機
関
か
ら
約
40
人
が
出
席
し
、

ご
ま
畑
の
前
身
と
な
る
「
家
族
会
・
ご
ま
の

会
」
や
「
ほ
っ
と
館
」
の
昨
年
度
事
業
実
績
、

福
祉
ネ
ッ
ト
の
今
年
度
事
業
計
画
を
確
認
し

た
。

　

得
本
理
事
長
は
「
行
政
や
奄
美
病
院
を
は

じ
め
多
く
の
方
の
お
か
げ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
支
援
と
協

力
に
感
謝
し
、
次
の
一
歩
を
み
な
さ
ん
と
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

喜
界
福
祉
ネ
ッ
ト
ご
ま
畑
は
、
地
域
に
住

む
精
神
障
が
い
者
を
主
に
、
社
会
参
加
と
自

立
支
援
を
促
す
活
動
を
行
い
、
障
が
い
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

早
町
小
学
校
（
田
畠
悦
子
校
長
）
は
5

月
31
日
、
キ
プ
ロ
ス
共
和
国
で
行
わ
れ
た

「
２
０
１
１
年
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ･

ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
で
5
位
に

入
賞
し
た
南
充
宏
さ
ん
（
志
戸
桶
）
の
講
話

を
同
校
体
育
館
で
開
催
し
た
。

　

南
さ
ん
は
、
児
童
た
ち
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
の
説
明
や
自
分
の
夢
だ
っ
た

世
界
大
会
の
体
験
談
を
語
り
、
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
の
実
演
、指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

児
童
た
ち
は
１
０
０
㌔
を
越
え
る
バ
ー
ベ
ル

を
持
ち
上
げ
る
南
さ
ん
を
見
て
、
大
き
な
歓

声
を
あ
げ
た
。

　

吉
田
光
希
く
ん
（
５
年
）
は
「
普
通
、
人

前
に
で
る
と
緊
張
し
て
硬
く
な
る
の
に
、
世

界
大
会
で
１
４
０
㌔
と
い
う
重
い
物
を
持
ち

あ
げ
た
こ
と
が
す
ご
い
」
と
驚
い
て
い
た
。

　

こ
の
講
話
は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
「
夢

育
て
月
間
（
5
月
）」
の
期
間
中
に
実
施
さ

れ
た
。　

新
作
落
語
に
抱
腹
絶
倒

　
　
　

〜
三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会
〜

障
が
い
者
に
も
っ
と
活
躍
で
き
る
場
を
！

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
界
福
祉
ネ
ッ
ト
ご
ま
畑
を
設
立
〜

バーベル挙げをする南さん（左）と歓声をあげる児童（右）

Topics in KIKAIJIMA

　

奄
美
広
域
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
・
朝
山
毅
奄
美
市

長
）
が
主
催
す
る
「
三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会
」

が
6
月
28
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
会
場
に
は
歌
之
介
さ
ん
の
落
語
を

待
ち
望
ん
で
い
た
約
３
５
０
人
の
町
民
な
ど
が

駆
け
つ
け
、
鹿
児
島
弁
を
生
か
し
た
落
語
に

会
場
は
引
き
込
ま
れ
た
。

　

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
歌
之
介
さ
ん

は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
長
嶋
茂
雄
さ
ん
や
歌

之
介
親
子
の
お
も
し
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
指
宿
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、
会
場

を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

　

歌
之
介
さ
ん
は
錦
江
町
（
旧
大
根
占
町
）

出
身
。
古
典
と
新
作
落
語
を
使
い
分
け
、ロ
ー

カ
ル
感
覚
を
生
か
し
た
新
作
落
語
に
は
定
評

が
あ
る
。

会場を爆笑の渦に巻き込んだ三遊亭歌之介さん

子
ど
も
た
ち
の
夢
よ
育
て
！

　
　
　

〜
早
町
小
・
夢
育
て
月
間
〜

今年度の事業計画などを確認・検討した
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シマの話題

事
を
書
き
上
げ
た
。

※
こ
こ
で
、
登
さ
ん
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

（
文
は
編
者
が
一
部
修
正
し
ま
し
た
。）

　

結
い
グ
ル
ー
プ
喜
界
（
体
岡
広
美
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
２
年
も
の
期
間
を
か
け
て
開

発
し
、
喜
界
島
産
の
白
ご
ま
を
使
用
し
た
新

商
品
「
胡
麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
」
を
発
売
し
た
。 

　

開
発
の
き
っ
か
け
は
喜
界
島
の
特
産
物
を

使
用
し
た
商
品
を
作
る
こ
と
で
、
島
外
の
人

達
に
島
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
。
同
商
品
に
は
、に
ん
に
く
、粗
糖
、

黒
糖
、
み
か
ん
（
ふ
す
ー
）、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
、

島
で
穫
れ
た
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い

る
。
使
い
方
も
様
々
で
、
豆
腐
、
揚
げ
物
、

サ
ラ
ダ
、
鍋
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
に
か
け
る

と
、
と
て
も
濃
厚
な
味
わ
い
と
胡
麻
の
い
い

香
り
が
楽
し
め
る
。
た
れ
に
は
、
全
体
量
の

約
２
割
に
練
り
胡
麻
が
使
わ
れ
て
お
り
、
濃

厚
な
胡
麻
が
出
す
う
ま
み
成
分
の
熟
成
が
さ

ら
に
美
味
さ
を
引
き
立
て
る
の
だ
と
い
う
。

  

商
品
を
取
り
扱
う
吉
川
商
店
の
坂
元
辰
明

店
長
は
「
入
荷
開
始
か
ら
徐
々
に
人
気
が
出

始
め
、
順
調
な
売
れ
行
き
。
最
近
で
は
５
、

６
本
ま
と
め
買
い
す
る
お
客
様
も
い
る
」
と

取材に挑戦する登さん
（結いグループきかい事務所にて）

話
し
た
。

　

体
岡
会
長
は
商
品
に
つい
て
、「
喜
界
島
の

特
産
物
を
生
か
し
た
商
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
は
、島
外
への
販
売
ル
ー

ト
を
開
拓
し
、
こ
の
商
品
を
き
っ
か
け
に
島

外
の
人
達
に
喜
界
島
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
次
の
商
品
の
開
発
に
つい

て
は
、「
こ
れ
か
ら
白
ご
ま
だ
け
で
は
な
く
、

そ
ら
ま
め
を
生
か
し
た
商
品
に
も
力
を
入

れ
、
次
の
人
気
商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

 

「
胡
麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
」
の 

価
格
は
一
本

１
０
０
０
円
で
、
内
容
量
は
３
３
５
ｇ
。

　

結
い
グ
ル
ー
プ
喜
界
は
、
昨
年
行
わ
れ
た

「
第
53
回
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
」

の
食
品
の
部
に
出
品
し
た
白
ご
ま
、
み
か
ん
、

ト
マ
ト
な
ど
を
原
料
と
し
た
３
種
類
の
ド
ッ
レ

シ
ン
グ
「
紬
美
人
」
が
、
全
国
観
光
土
産

品
連
盟
会
長
努
力
賞
に
選
ば
れ
て
い
る
。加工センターで製造される胡麻しゃぶだれ

【広報用カメラで登さんが撮影】

登
花
菜
恵
さ
ん
が
職
場
体
験
学
習

で
広
報
の
仕
事
に
挑
戦
！

喜
界
産
白
ご
ま
を
贅ぜ

い
た
く沢

に
使
っ
た
新
商

品
「
胡
麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
」
が
人
気

吉川商店に陳列される胡麻
しゃぶだれ

　

働
く
こ
と
の
意
義
と
将
来
へ
の
目
的

意
識
を
学
ぶ
た
め
、
喜
界
中
学
校
の

生
徒
た
ち
は
5
月
29
日
か
ら
31
日
ま

で
の
３
日
間
、
商
店
や
公
的
機
関
な
ど

各
事
業
所
で
職
場
体
験
学
習
を
行
っ

た
。

　

同
校
3
年
の
登
花
菜
恵
さ
ん
は
町

役
場
を
選
び
、
広
報
き
か
い
の
編
集
者

に
挑
戦
し
た
。

　

登
さ
ん
は
広
報
誌
担
当
の
職
員
か

ら
、
取
材
の
仕
方
や
原
稿
の
書
き
方
、

写
真
の
撮
り
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

取
材
に
向
か
っ
た
。
現
場
で
は
、
や
や

緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
事
前
に

準
備
し
た
資
料
に
沿
っ
て
取
材
し
た
。

取
材
後
、
登
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い

原
稿
の
作
成
に
悪
戦
苦
闘
。
職
員
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
一
生
懸
命
に
記

　

第
45
回
奄
美
大
島
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
奄
美
大
島
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
の
陸

上
競
技
が
6
月
20
日
、
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場

（
奄
美
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
喜
界
中
学
校

か
ら
も
男
女
あ
わ
せ
て
30
人
の
選
手
団
が
出
場

し
、
日
頃
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。

　

結
果
は
、
岩
川
将
武
く
ん
（
赤
連
）
が

８
０
０ｍ
と
１
５
０
０ｍ
で
２
冠
を
達
成
、
榮
悠

大
く
ん
（
佐
手
久
）
が
３
０
０
０ｍ
で
優
勝
・

１
５
０
０ｍ
で
準
優
勝
す
る
な
ど
喜
界
中
選
手

団
の
活
躍
が
目
立
ち
、
学
校
対
抗
で
喜
界
中
男

子
陸
上
部
が
3
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

新
西
祥
文
監
督
は
「
3
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
ど
の
種
目
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
得
点
を
稼
ぐ
こ
と

が
で
き
た
。
次
は
４
連
覇
に
向
け
て
選
手
と
一

緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

今
大
会
、
個
人
3
位
ま
で
に
入
賞
し
た
選
手

は
、
今
月
県
立
鴨
池
球
場
で
行
わ
れ
る
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
す
る
。

喜
界
中
男
子
陸
上
部
・
学
校
対
抗
で

３
連
覇
を
達
成
〜
奄
美
中
学
総
体
〜

多くの選手が入賞した喜界中男子陸上部
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安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の
推
進

　
　

〜
防
犯
団
体
連
絡
協
議
会
〜

　

喜
界
町
防
犯
団
体
連
絡
協
議
会
（
会

長
・
川
島
健
勇
町
長
）
は
6
月
10
日
、

定
期
総
会
を
役
場
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
た
。
川
島
会
長
は
「
本
町
は

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
条
例
を
定
め
て

い
る
。
町
民
の
防
犯
意
識
向
上
に
努
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

協
議
で
は
、
昨
年
度
の
収
支
決
算
・

事
業
の
報
告
や
、
今
年
度
の
事
業
計
画
・

歳
入
歳
出
予
算
を
検
討
し
た
。

　

有
得
敏
昭
署
長
（
奄
美
警
察
署
喜

界
幹
部
派
出
所
）
に
よ
る
と
、
昨
年
度

発
生
し
た
町
内
の
犯
罪
件
数
は
22
件
で
、

最
も
多
い
犯
罪
は
自
転
車
盗
難
な
ど
窃

盗
が
8
件
。
昨
年
は
住
居
侵
入
な
ど
の

重
大
犯
罪
は
起
き
て
い
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
署
で
は
安
心
安
全
な
住
み

よ
い
喜
界
町
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の

防
犯
意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 今年度の活動を確認した

　

東
京
喜
界
湾
郷
友
会
（
上
原
康
治
会
長
）

は
６
月
２
日
、
ジ
ョン
万
次
郎
信
濃
町
店
（
東

京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
「
奄
美
群
島
日
本

復
帰
60
周
年
記
念･

東
京
喜
界
湾
郷
友
会
第

40
周
年
記
念
総
会
・
親
睦
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
計
報
告
な
ど
を
行
っ
た
総
会
終
了
後
に
、

同
大
会
の
た
め
に
上
京
し
た
岩
田
進
さ
ん
（
湾

集
落
区
長
）
と
喜
禎
光
弘
さ
ん
（
朝
日
酒
造

㈱
会
長
）
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
湾
郷
友
会
発
展
に
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
参
加
者
最
高
齢
の
川
島
岸
さ

ん
（
93
歳
）
な
ど
５
人
に
感
謝
状
及
び
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

祝
宴
は
、
上
原
会
長
と
向
井
悦
子
さ
ん
に

よ
る
三
味
線
祝
唄
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
カ

ラ
オ
ケ
で
は
敬
老
者
か
ら
若
い
方
ま
で
多
く
の

方
が
飛
び
入
り
で
参
加
。
会
場
は
盛
況
と
な

り
、
島
唄
と
六
調
で
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

盛
大
の
う
ち
に
閉
会
を
迎
え
た
会
場
で
は
、

方
々
に
別
れ
を
惜
し
む
参
加
者
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
。（
報
告
：
東
京
喜
界
湾
郷
友
会

幹
事
長 

上
原
和
吉
）

様々な催し物で盛り上がった

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA

40
周
年
記
念
大
会
を
迎
え
る

〜
東
京
喜
界
湾
郷
友
会
総
会
・
懇
親
会
〜

第
三
回
「
親
子
で
繋つ

な

ぐ
伝
統　

ー
大
島
紬
ー
」

　
「
紬
を
織
る
こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
」

と
、
微
笑
ま
し
い
表
情
で
語
る
菅
沼
さ
ん
親

子
（
母 

ト
ヨ
・
子 

八
代
子
）。
近
年
で
は

織
り
手
が
少
な
く
な
っ
た
大
島
紬
を
、
親
子

二
代
で
織
り
続
け
る
二
人
を
取
材
し
た
。

　

ト
ヨ
さ
ん
は
15
歳
の
と
き
に
母
か
ら
大
島

紬
の
織
り
方
を
教
わ
り
、
八
代
子
さ
ん
も

19
歳
の
時
に
母 

ト
ヨ
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
。

菅
沼
家
は
紬
織
り
の
技
術
を
代
々
母
か
ら
子

へ
受
け
継
い
で
き
た
。

　

大
島
紬
に
は
、
模
様
が
小
さ
い
小
柄
（
主

に
男
性
用
）
と
模
様
が
大
き
い
大
柄
（
主
に

女
性
用
）
が
あ
り
、
ト
ヨ
さ
ん
は
昭
和
20
年

頃
に
喜
界
で
は
珍
し
か
っ
た
大
柄
を
志
戸
桶

集
落
の
人
達
に
伝
え
た
。

　

大
柄
は
、
下
地
と
な
る
糸
（
地じ

た
て韋

）
3
本

に
対
し
て
、
模
様
の
決
め
手
と
な
る
（
絣か

す
り

）

１
本
を
入
れ
て
織
る
。
大
柄
に
と
っ
て
約
千

本
の
糸
を
使
う
ウ
チ
ャ
ギ
（
糸
を
織
機
に
設

置
す
る
作
業
）
は
間
違
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
大
事
な
作
業
で
、
小
柄
に
比
べ
大
柄
を
織

る
こ
と
は
難
し
く
、
技
術
を
要
す
る
こ
と
だ

と
い
う
。

　

ト
ヨ
さ
ん
は
昭
和
43
年
、
近
所
の
紬
仲
間

と
今
の
職
場
と
な
っ
て
い
る
紬
工
場
を
建
設
。

昭
和
49
年
に
は
、
島
外
に
住
ん
で
い
た
八
代

子
さ
ん
が
帰
省
し
、
そ
れ
か
ら
数
十
年
経
過

し
た
今
で
も
、
毎
日
親
子
二
人
で
紬
工
場
に

通
い
、
楽
し
み
と
語
る
紬
を
織
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
親
子
二
人
で
大
島
紬
を
織

り
続
け
た
い
」
と
話
す
菅
沼
親
子
。
互
い
に

親
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
工
芸
・
大
島
紬
を

親
子
の
絆
で
織
り
続
け
る
。

不
定
期
連
載

人
を
訪
ね
て

人
を
訪
ね
て

シ
リ
ー
ズ

昭和 24年生まれ。菅沼
トヨの一人娘。趣味は、
自慢の庭に四季折々の
花を咲かせる花壇づく
りと、最近夫と通う社
交ダンス教室。好きな
言葉は「誠実」

菅
沼
八
代
子
さ
ん

（64）

菅菅菅菅菅菅菅

Profile

大正７年生まれ。菅沼
八代子の母。「趣味は…」
と尋ねるとやっぱり「紬
織りです」と話し、「生
きている限り大島紬を
織りたい」と意欲を語
る。

菅
沼
ト
ヨ
さ
ん

（95）

菅菅菅菅菅菅菅

Profile

機織りをする子 八代子さん機織りをする子 八代子さんぬきだしをする母 トヨさんぬきだしをする母 トヨさん
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災の意識高揚を図る急処置の技術を学ぶ

いやりのある地域社会づくりを齢者に生きがいづくりの場を

子のふれあいをテーマにの最大の責任は子どもを健全に育てること

　きかい１００スポーツクラブ（梶原貴史クラブマネー
ジャー）は６月３日、役場コミュニティーホールで「ス
ポーツ障害予防対策研修会」を開催した。参加
者は徳州会病院の職員から傷害予防に役立つテー
ピング技術などの指導を受けた。

　大島支庁喜界事務所（樋渡真人所長）は6月
28日、早町小学校体育館において同校児童４～
6年生を対象に防災教育に関する出前授業を行っ
た。講師の同事務所建設係茂利優喜係長は「災害
からの身を守るためには、普段からすぐに自主避
難ができる準備をすることが必要」と力説した。

　喜界町シルバー人材センター（理事長・川島健勇
町長）は5月27日、役場コミュニティーホールで
通常総会を開催し、今年度の事業報告などを行った。
同センターは平成14年に設立後、年々事業を拡大
し、当初に比べ７倍近く事業実績を伸ばしている。

　のぞみ幼稚園（美沢久子園長）は６月28日、大
畑倫さん（小野津）を招いて保護者を対象とした「第
１回家庭教育学級開校式」を同園で開催した。大畑
さんは「家庭教育の在り方」をテーマに講演し、「子
どもを健全に育てるには親として何に取り組めばい
いか」という点を様々な事例を挙げて説明した。

　喜界小学校（佐藤伸一郎校長）は6月9日、同
校児童と保護者を対象とした「ふれあいまつり」
を同校校内で開催した。児童と保護者で準備した
グッピーすくいやバザーなどの催しものがあり、
親子の絆を深めた。【写真提供：喜界小学校】

災防急応

子親の親

齢高 い思

　喜界町地域女性団体連絡協議会（宜名真孝子
会長）は 5月 26 日、町体育館で「2013 年度総
会」を開催した。本年度は「人と人とのつなが
りを深め思いやりのある地域社会づくりの推進
を」をテーマに社会活動に取り組む。

Kikaij ima information

きかい　かわら版！ July（Mon）
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唄
、
家
族
お
ど
り
な
ど
多
彩
な
演
芸
も
披
露
さ
れ

る
。
演
芸
は
人
気
が
あ
る
た
め
集
落
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し

て
お
り
、
毎
年
多
く
の
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
。
今
年

は
、
敬
老
者
と
集
落
民
あ
わ
せ
て
１
７
０
人
を
越
え

る
参
加
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

●
９
月
19
日
祭

　

旧
暦
の
9
月
19
日
に
開
催
さ
れ
る
祭
り
。

　

午
前
中
は
保
食
神
社
で
豊
年
祭
り
を
行
い
、
午

後
か
ら
は
ム
タ
（
荒
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
）
で
集
落

民
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
行
わ
れ
る
。
幼
稚
園
か
ら

成
年
ま
で
が
出
場
す
る
相
撲
や
、
集
落
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
青
壮
年
に
よ
る
勇
壮
な
棒
お
ど
り
、
優
雅
な

八
月
お
ど
り
な
ど
が
催
さ
れ
る
。
祭
り
の
後
に
は
懇

親
会
が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
を
持
ち
寄
っ
た

集
落
民
が
芝
生
の
上
で
大
き
な
和
を
作
り
、
親
睦

を
図
って
い
る
。

●
集
落
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

昨
年
、
学
校
再
編
で
小
学
校
の
運
動
会
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
12
月
頃
に
ム
タ
で
小
学
生
か
ら
高
齢

者
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
た
。

共
有
地
の
有
効
利
用

　

学
校
再
編
ま
で
は
一
集
落
一
校
区
の
維
持
を
目

的
と
し
て
、
集
落
出
身
者
が
集
落
内
に
住
宅
の
建

築
を
希
望
す
る
場
合
、
共
有
地
を
貸
与
し
、
集
落

で
定
住
促
進
を
進
め
て
き
た
。
現
在
、
集
落
共
有

地
の
住
宅
建
築
戸
数
は
33
戸
に
の
ぼ
り
、
集
落
の

人
口
減
少
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。

集
落
性

　
「
荒
木
ヤ
ッ
カ
ン
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

話
好
き
が
多
い
。
一
集
落
一
校
区
の
長
き
良
き
伝

統
が
あ
り
、
町
行
事
な
ど
で
は
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
一
致
団
結
し
て
突
き
進
む
。
集
落
民
の
ま

と
ま
り
が
非
常
に
強
い
集
落
で
あ
る
。

第
４
回　

荒
木
集
落

第
４
回　

荒
木
集
落

概
要

　

人
口
５
３
２
人
、
世
帯
数
２
６
１
世
帯
（
平

成
25
年
５
月
末
現
在
）。
島
の
南
西
に
位
置
し
、

湾
、
赤
連
、
中
里
に
次
ぐ
大
集
落
。
昨
年
の

学
校
再
編
ま
で
は
一
集
落
一
校
区
と
し
て
、
旧

荒
木
小
学
校
は
１
２
５
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
。
農
業
が
盛
ん
な
集
落
で
、
黒
糖
、
白
ゴ
マ
、

畜
産
な
ど
を
先
人
の
築
い
た
伝
統
を
守
り
な
が

ら
発
展
さ
せ
て
き
た
。

　

集
落
内
は
、
1
号
か
ら
9
号
ま
で
の
組
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
各
号
を
1
班
か
ら
4
班
に
細
分
化

し
組
織
し
て
い
る
。
毎
年
４
月
に
は
定
期
総
会
を

開
き
、
年
間
の
活
動
計
画
の
決
定
な
ど
を
行
って

い
る
。
ま
た
、
集
落
活
動
の
決
定
機
関
と
し
て
23

人
で
組
織
さ
れ
た
代
議
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
の
町
長
と
教
育
長
は
同
集
落
の
出
身
。

特
色
あ
る
集
落
行
事
な
ど

●
新
年
拝
賀
式
・
新
年
会

　

毎
年
、
元
日
の
10
時
か
ら
集
落
公
民
館
で
開

催
さ
れ
る
行
事
。
旧
荒
木
小
学
校
と
同
じ
く
ら

い
歴
史
が
あ
る
。
式
で
は
国
歌
斉
唱
後
、「
一

月
一
日
」
の
歌
を
全
員
で
合
唱
。
区
長
・
子
供

会
育
成
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
の
あ

と
、
小
中
学
生
は
新
年
の
抱
負
を
発
表
し
、
お

年
玉
を
も
ら
う
。

　

式
後
に
は
大
人
の
新
年
会
を
開
催
し
て
い
る
。

●
敬
老
会

　

毎
年
1
月
3
日
に
、
73
歳
以
上
の
敬
老
者
を

祝
い
、
旧
荒
木
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

数
十
年
の
歴
史
が
あ
る
行
事
。
日
本
舞
踊
、
島

観
光
名
所
な
ど

●
う
り
ば
ま
公
園

　

荒
木
・
中
里
遊
歩
道
の
荒
木
側
入
口
に
位
置
し
、

海
に
沈
む
き
れ
い
な
夕
日
が
観
賞
で
き
る
。
快
晴
で

空
気
が
澄
ん
だ
日
に
は
、
奄
美
大
島
だ
け
で
な
く
徳

之
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
園

　

荒
木
港
周
辺
に
位
置
し
、
加
島
直
さ
ん
（
荒
木

出
身
・
広
島
市
在
住
）
が
設
置
し
た
。
園
内
に
は

見
事
な
ソ
テ
ツ
や
ホ
ウ
ラ
イ
カ
ガ
ミ
が
植
樹
さ
れ
て
お

り
、
時
期
に
な
る
と
オ
オ
ゴマ
ダ
ラ
や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

な
ど
の
蝶
が
飛
び
交
う
荒
木
の
新
名
所
。 

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

うりばま公園上空から荒木集落を臨むうりばま公園上空から荒木集落を臨む

荒木集落区長。区長歴４年。
昭和22年生まれ。郵便局の職
員として36年間勤務した。趣
味はグラウンドゴルフと読書。
好きな言葉「継続は力なり」。

照
沢
守
一
区
長
（65）

Profile

写真提供　松平浩久写真提供　松平浩久

オオゴマダラ園オオゴマダラ園

うりばま公園うりばま公園
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

と
び
ら

と
び
ら

  

喜
界
町
教
育
委
員
会
が
今
年
度

か
ら
取
り
組
む
地
域
や
る
気
塾
「
ス

タ
場
」
が
６
月
１
日
（
土
）、
旧

志
戸
桶
幼
稚
園
舎
で
開
塾
し
ま
し

た
。

　

同
塾
は
平
成
24
年
度
の
学
校
再

編
に
よ
り
閉
校
し
た
旧
学
校
施
設

を
、
同
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
休

み
の
日
（
土
・
日
曜
の
い
ず
れ
か
の

日
）
に
宅
習
す
る
場
と
し
て
活
用

し
、
地
区
子
ど
も
会
の
学
習
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

同
塾
の
名
称
「
ス
タ
場
」
は
英

語
の
ス
タ
デ
ィ
（
学
習
の
意
）
を
引

用
し
た
も
の
で
、
塾
の
特
徴
は
、
子

ど
も
た
ち
の
指
南
役
に
地
区
の
有

志
や
役
場
職
員
、
保
護
者
の
方
々

に
そ
の
任
を
務
め
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
、
平
成
17
年
か
ら
役
場

で
実
施
し
て
い
る
「
や
る
気
塾
」
の

指
南
役
が
学
校
の
先
生
方
で
あ
る

の
と
違
っ
て
、
喜
界
町
で
は
初
の
試

み
で
あ
り
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
塾
に

は
、
同
地
区
の
小
学
校
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
21
名
が
参
加
し

ま
し
た
。開
塾
に
先
だ
つ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
指
南
役
の
役
場
職
員
と
地

区
住
民
６
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
己

紹
介
を
行
い
、
晴
永
清
道
教
育
長
、

田
畠
悦
子
早
町
小
校
長
も
塾
生
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
た
だ
ち
に

開
塾
し
、
学
校
と
は
違
って
異
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
が
机
を
並
べ
て
学
習

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
机
に
は
ド
リ
ル
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

漢
字
プ
リ
ン
ト
等
の
様
々
な
教
材
が

置
か
れ
、
そ
の
教
材
を
使
って
学
習

す
る
合
間
を
、
２
人
の
指
導
者
が

１
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
な
が
ら

指
導
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
約
一時
間
半
に
及

ん
だ
塾
。
指
導
を
終
え
た
同
塾
の

塾
長
・
基
俊
一さ
ん
は
「
初
め
て
の

体
験
で
、
子
ど
も
た
ち
への
接
し
方

に
戸
惑
い
と
気
遣
い
で
正
直
疲
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
指
導
者
と
し
て

の
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
集
中
し
て
学
習
す
る
方
策

を
考
え
て
み
た
い
。」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
ス
タ
場
」

が
、「
地
域
で
青
少
年
を
育
む
」

場
と
し
て
の
機
能
も
有
す
る
こ
と

か
ら
、
志
戸
桶
道
場
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
今
回
参
加
し
て
い
な

い
他
地
区
の
子
ど
も
会
に
も
開
塾

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
が

出
さ
れ
た
昭
和
40
年
８
月
11
日
に

ち
な
み
、
本
県
で
は
、
８
月
を
「
人

権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と

定
め
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
放
送
や

新
聞
広
告
な
ど
、
様
々
な
人
権
啓

発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に
関

す
る
人
権
問
題
が
依
然
存
在
し
て

お
り
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
優
し

さ
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
は
、
６
月

５
日
に
学
力
向
上
対
策
委
員
会
、

６
月
11
日
に
学
力
向
上
推
進
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

喜
界
町
の
教
育
に
お
け
る
喫
緊

の
課
題
は
学
力
向
上
で
す
。
県
の

「
基
礎
・
基
本
」
定
着
度
調
査
結

果
で
、
小
学
校
は
県
平
均
よ
り
も

高
く
中
学
校
の
学
力
が
低
い
状
況

に
あ
り
、
対
応
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
対
策
委
員
会
は
、
各

小
・
中
学
校
の
管
理
職
、
教
務
主

任
、
学
力
向
上
推
進
担
当
者
が
集

ま
り
、
９
年
間
を
見
通
し
た
学
力

定
着
の
礎
と
な
る
「
学
習
の
し
つ

け
」
の
共
通
実
践
事
項
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
児
童・

生
徒
に
も
分
か
り
や
す
く
常
に
意

識
で
き
る
よ
う
に
「
学
習
の
合
い

言
葉
」
を
作
り
、
全
校
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
は
、
各

小
・
中
学
校
の
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
・
学
級
委
員
長
等
が
集
ま
り
、

家
庭
で
取
り
組
む
共
通
実
践
事
項

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
小
学

校
下
学
年
、
小
学
校
上
学
年
、
中

学
校
全
学
年
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
次
の
点

に
つ
い
て
各
家
庭
で
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
、『
子
ど
も
と
夢
を

語
る
場
を
つ
く
る
。』
を
共
通
実

践
事
項
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
町

の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
を
拓
く
た
め
に
、
学
校
・
家
庭

が
連
携
し
た
学
力
向
上
の
取
組
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

 

①　

準
備
し
っ
か
り

 

②　

チ
ャ
イ
ム
で
ス
タ
ー
ト

 

③　

目
を
見
て

 

④　

耳
と
心
で
聞
こ
う

 
⑤　
「
は
いっ
。」
と
返
事

 
⑥　

し
っ
か
り
話
す

【
小
学
校
下
学
年
】

 

①　

親
の
声
、
親
の
目
、
親
の
サ
イ

ン
で
学
習
の
リ
ズ
ム
を
作
る
。

 

②　

就
寝
時
刻
９
時
を
守
り
、
睡

眠
時
間
を
確
実
に
と
る
。

 

③　
「
め
ざ
せ
音
読
す
ら
す
ら
」
で

家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
る
。

【
小
学
校
上
学
年
】

 

①　

親
子
で
毎
日
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
。

 

②　

家
庭
学
習
時
間
を
確
保
す
る
。

 

③　

睡
眠
時
間
を
適
切
に
確
保
し
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

【
中
学
校
】

 

①　

夢
、
目
標
、
学
校
生
活
の
こ

と
等
子
ど
も
と
会
話
を
し
、
語
り

込
む
時
間
を
つ
く
る
。

 

②　

家
庭
で
も
宅
習
等
の
見
届
け

を
しっか
り
行
う
。

旧
志
戸
桶
小
校
区
で 
地
域
や
る

気
塾
「
ス
タ
場
」
が
ス
タ
ー
ト

 開塾前、担当者の説明に聞き入る塾生 開塾前、担当者の説明に聞き入る塾生

学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
組
を

協
議

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

【
学
習
の
合
い
言
葉
】
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ホントに知ってる？シマのこと

　地域に眠る自然や文化、伝統、様々な知識や得意技を持つ人材。「あま

みシマ博覧会」では知ってるようで意外と知らない地域の宝を活かした

体験プログラムを通じて博覧会形式のイベントとして開催しています。

　喜界島では「貝殻細工作り」「シマあるき」「草木染め体験」「焼酎製造

体験」「製糖体験」「夜光貝細工」「農業体験ツアー」「野草教室」「ふすぅ

収穫 &デザート作り」「島唄＋焼酎＋島料理」「島唄・三味線教室」など

５つのプログラムを準備しております。この機会に喜界島の魅力に触れ

てみませんか？

【期間】平成 25 年７月 13 日（土）～ 9月１６日（月）
【お問い合わせ・予約】　ぐーんと奄美　（社）奄美群島観光物産協会（電話：0997-58-4888）
　　　　　　　　　　　喜界島観光物産協会（電話：0997-65-1202）
【あまみシマ博覧会公式 HP】http://amamishimahaku.com/

2013夏2013夏

 喜界
島・奄

美大島
・

徳之島
・沖永

良部島
・

ヨロン
島で同

時開催
！

喜界島プログラム一覧

1.   喜界島の草木で染色（小野津：草木染工房）

2.　学・食（まなぶたべる）夜光貝体験（坂嶺：体験工房てぃだ）

3.　喜界島体験ダイビング（池治：Be Glad）

4.　黒糖焼酎工場見学と記念ラベルボトル造り（赤連：喜界島酒造）

5.　青い空と海！絶好のロケーションでゴルフ！（湾：喜界ガーデンゴルフ）

新
聞
の
コ
ラ
ム
か
ら

新
聞
の
コ
ラ
ム
か
ら
……

「
喜
界
島
親
善
大
使
に
な
っ
た
気
分
で
」

「
喜
界
島
親
善
大
使
に
な
っ
た
気
分
で
」

　

名
瀬
保
健
所
喜
界
町
駐
在
員
と
し
て
今
年

3
月
ま
で
の
3
年
間
、
鹿
児
島
県
喜
界
事
務

所
に
勤
務
し
て
い
た
三
重
益
さ
ん
の
妻
、
康

子
さ
ん
の
投
稿
が
南
日
本
新
聞
「
ひ
ろ
ば
」

の
コ
ー
ナ
ー
（
平
成
25
年
5
月
19
日
付
）
に

掲
載
さ
れ
た
。

　

投
稿
し
た
理
由
に
つ
い
て
康
子
さ
ん
は
「
喜

界
島
を
知
ら
な
い
県
内
の
人
た
ち
に
『
喜
界

島
っ
て
ほ
ん
と
に
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
』
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
康
子
さ
ん
は
滞
在
中
、
主
婦
と
し
て

家
事
・
育
児
な
ど
を
こ
な
す
傍
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
舞
台
鑑
賞
や
自
主
活
動
の
場
所
を
提
供

す
る
「
こ
ど
も
劇
場
」
の
活
動
に
携
わ
り
、
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

以
下
、
掲
載
記
事
を
紹
介
す
る
。

「
喜
界
島
親
善
大
使
に
な
っ
た
気
分
で
」

　
　
　
　
　
　

主
婦　

三
重　

康
子
（
44
）

　

今
年
の
３
月
、
主
人
の
転
勤
に
よ
り
３
年

間
の
喜
界
島
で
の
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

　

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
で
、
小
２
と
幼
稚
園

の
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
成
長
し
ま
し
た
。

池
治
海
岸
で
ウ
メ
ガ
メ
の
ふ
化
を
見
た
り
、
ス

ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
熱
帯
魚
と
泳
い
だ
り
、
カ
ラ
フ

ル
な
魚
を
釣
っ
て
は
図
鑑
で
調
べ
ま
し
た
。
心

あ
る
方
か
ら
畑
を
借
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
白

ゴ
マ
も
作
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
嘉
鉄
、
志
戸
桶
な
ど
7
小
学
校
が
閉
校

に
な
り
寂
し
く
な
る
一
方
で
、
中
里
の
ソ
ー
メ

ン
ガ
ブ
ー
、
湾
港
で
の
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
、
正
月

の
島
一
周
駅
伝
、
秋
の
町
民
体
育
大
会
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
島
の
方
が
自
分
よ
り

も
他
人
や
集
落
、
同
窓
生
を
と
て
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
、「
結
い
の
精

神
」。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　
「
島
に
転
勤
す
る
と
三
度
泣
く
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
最
初
は
島
に
な
じ
め
ず
泣
き
、
次

ぎ
に
人
の
温
か
さ
に
感
謝
し
て
泣
き
、
最
後

は
別
れ
た
く
な
い
と
泣
く
。
島
を
離
れ
る
日
、

た
く
さ
ん
の
方
が
空
港
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
主
人
の
同
窓
生
が
エ
ー
ル
ま
で
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
手
を
振
っ
て
く
だ
さ

る
方
々
の
顔
を
機
内
か
ら
見
る
と
、
こ
み
上

げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

喜
界
島
民
の
心
の
温
か
さ
に
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
勝
手
な
が
ら
、
喜

界
島
の
親
善
大
使
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
島

の
良
さ
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
）

スギラビーチで家族と一緒に
三重康子さん（後列左）
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

今
年
５
月
１
日
〜
９
日
に
肺
が

ん
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

①
精
密
検
査
が
必
要
な
方

②
何
ら
か
の
所
見
（
肺
炎
の
治
っ

た
後
な
ど
）
は
認
め
ら
れ
る
が
精

密
検
査
は
必
要
の
な
い
方

③
喀
痰
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方

へ
の
結
果
通
知
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
何
も
通
知
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
今
回
の
検
診
で
は
「
異

常
な
し
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。

低
線
量
Ｃ
Ｔ
は
登
録
さ
れ
た
検
診

機
関
に
お
い
て
検
診
及
び
助
成
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
で
は
７
月
28
日
の
日
本
肝
炎

デ
ー
を
含
む
７
月
22
日
〜
28
日
ま

で
を
「
肝
臓
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
起
因
す
る
肝
炎
患
者

が
肝
炎
に
罹
患
し
た
人
の
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、

①
肝
疾
患
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
経
路
に
つ
い
て
理
解
不
足

②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す

る
必
要
性
に
関
す
る
認
識
不
足

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
県
で
は
、
肝
臓
週
間

を
中
心
に
、
県
内
各
保
健
所
に
お

い
て
平
日
夜
間
に
無
料
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
は
、
10
月
８
〜
10
日
に
あ
る
医

師
会
健
診
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
40
歳
の
節
目
の
方
と
、

40
〜
74
歳
で
未
受
診
の
方
は
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

1
度
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

各
検
診
・
検
査
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
と
い
う
方
は
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

二
種
混
合
や
日
本
脳
炎
、
Ｍ
Ｒ

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
な
ど
の
予

防
接
種
問
診
票
が
届
い
て
い
る
お

子
さ
ん
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　

　

熱
中
症
の
発
生
は
７
〜
８
月
が

ピ
ー
ク
で
す
。

　

こ
ん
な
状
況
に
要
注
意
！

　

・
炎
天
下
で
の
作
業
や
運
動

　

・
風
通
し
の
悪
い
家
の
中

　

・
熱
帯
夜
の
翌
日

　

熱
中
症
の
予
防

・
こ
ま
め
な
水
分
の
補
給
と
多
量
な

発
汗
の
あ
る
時
は
塩
分
の
補
給

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
の
室
温
の

調
整

・
体
調
に
合
わ
せ
た
活
動

・
外
出
時
の
暑
さ
や
日
差
し
対
策

★
と
く
に
高
齢
者
は
、
暑
さ
や
水

分
不
足
の
感
じ
方
が
低
下
し
て
い

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
子

ど
も
や
障
が
い
者
の
方
へ
も
、
ま

わ
り
が
協
力
し
て
、
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
。

 『
食
生
活
改
善
推
進
員
』
を

　
　
　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
「
私
達

の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
の
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
全
国
に
組
織
を
持
ち
、

地
域
住
民
に
対
す
る
生
涯
を
通
じ

た
食
育
の
推
進
、
健
康
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
が
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る
た

め
に
は
、
20
時
間
程
度
の
養
成
講

座
の
受
講
が
必
要
で
す
が
、
市
町

村
の
開
催
す
る
研
修
会
・
講
習
会

等
に
参
加
し
て
単
位
を
取
得
す
る

制
度
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
単
位
を
取
得
し
て
あ
な

た
も
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
？
元
気
で
活
力
あ
る
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
い
っ
し
ょ
に
目

指
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

ま
た
、
男
性
の
方
も
加
入
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
「
保
健

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
」
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進

員
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

肺
が
ん
検
診
結
果
通
知

低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査

「
肝
臓
週
間
」

低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
診

夏
休
み
に

予
防
接
種
を
受
け
よ
う

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
！

 ３歳児検診で虫歯ゼロだったよ！３歳児検診で虫歯ゼロだったよ！

富崎　裕斗くん

（
対
象
者
）

50
歳
以
上
の
県
民

※
た
だ
し
肺
が
ん
治
療
中
の
方
、

１
年
以
内
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方
を
除
く

（
検
診
費
用
）

自
己
負
担
額
３
，
１
５
０
円

（
実
施
期
間
）

平
成
26
年
３
月
末
ま
で

（
実
施
場
所
・
実
施
日
時
）

名
瀬
保
健
所   

午
後
５
時
〜
７
時

（
検
査
内
容
・
所
要
時
間
）

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

最
終
告
知
ま
で
１
時
間
程
度

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
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　奄美の農業農村のあり方について考え、提案しようという地

域主導、住民参加によるキャンペーン活動を行っている「ＫＡ

Ｍあまみ21」では、奄美独特の農業や農村の魅力を表現した写

真展「あまみフォト農美展」を開催して13回目となりました。

　奄美の美しい景観は、豊かな「自然」と、これと調和した「農」「く

らし」に根ざした群島民の財産となっており、今後とも、この奄

美の財産を写真を通して表現していきたいと思っています。

　つきましては、「日本で最も美しい村」連合に加盟している喜

界島の魅力を写真で発信してみませんか。

写真作品募集のご案内

第 13回 あまみフォト農美展

町内各地に
ポスター
掲示中

テーマ
　奄美の魅力ある農業と農村
　　　　～ムールシ・キバラディー～
募集期間
　平成 25年９月 30日（月）まで

問合せ・申込先 産業振興課 耕地係（65-3689）
 県喜界事務所 農村整備係（65-0092）

　

活
き
活
き
と
働
く
女
性
が
企
業

の
宝
で
す
！　

男
女
労
働
者
間
の
真

の
均
等
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
会
社
の
活
力
を
生
み

出
し
ま
す
。こ
れ
を
機
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

ア
ク
ション
に
取
り
組
み
、
男
女
が
能

力
の
向
上
を
図
り
つつ
活
躍
で
き
る

職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
ション
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
取
り
組
み
宣
言
！

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョン
と
は
、
働

く
事
や
仕
事
に
対
す
る
意
欲
の
高
い

女
性
を
積
極
的
に
登
用
し
、
能
力

を
発
揮
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
業

な
ど
の
自
主
的
な
取
り
組
み
。

http://w
w
w
.positiveaction.jp/

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に

つい
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
法
務
省
主
催
の
全
国
的
な

運
動
で
す
。

●
期
間

平
成
25
年
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で

●
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
につい
て
、
地
域
社
会

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ

う●
重
点
事
項

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
につい
て

の
理
解
促
進
」

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
につ
な
が
る
取
組
の
推
進
」

　

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
地
域
を

私
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

喜
界
町
保
護
司
会　
　
　

          

会
長　

上
間　
一寛

　

〜
引
揚
者
並
び
に

　
　
　
　
　
ご
家
族
の
皆
様
へ〜

労働安全衛生法に基づく免許試験のご案内

試験
日 試験の種類 受験申請書提出先

８
月
24
日
（土）

第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者

（公社）鹿児島県労働基準協会
電話：099-226-3621

一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

（一社）日本ボイラ協会　鹿児島支部
電話：099-223-1544

クレーン・デリック運
転士〔クレーン限定〕
移動式クレーン運転士

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
鹿児島県支部
電話：099-284-6217

潜 水 士
建設業労働災害防止協会鹿児島県支
部
電話：099-257-9211

発 破 技 士
鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支
部
電話：099-255-2311

揚 貨 装 置 運 転 士
港湾貨物運送事業労働災害防止協会
鹿児島支部
電話：099-226-2611

受験申込書の受付期間
平成25年６月24日（月）～７月８日（月）（土・日曜を除く）

※試験についての問合せは、上記の各団体又は九州安全衛生技術
センター（電話 0942-43-3381）へお願いします。

本年度も鹿児島国際大学において、次の日程より実施されます。

必着

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を
お

返
し
し
て
い
ま
す
。
お
返
し
す
る
通

貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

１ 　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど

２ 　

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数

以
上
は
返
還
の
お
申
し
込
み
が
な
く
、

現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に

なって
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
返
還
につい

て
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
合
せ
先

長
崎
税
関
監
視
部
統
括
監
視

官
（
第
１
部
門
）

℡
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

0
1
2
0
―
8
2
8
―
6
8
0

〒
8
5
0
―
0
8
6
2

長
崎
市
出
島
町
１
番
36
号

長
崎
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
custom

s.
go.jp/nagasaki

暮らしの情報 インフォメーション

６
月
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
で
す
！

〜
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
地
域
み
ん
な
の
運
動
〜

税
関
か
ら
の
お
し
ら
せ
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「アリモドキゾウムシ根絶！
　　みんなの力で 畑の元気を とりもどそう！」
【平成24年度 標語・ポスターコンクール（標語の部）最優秀賞作品】

１　不妊虫放飼でアリモドキゾウ

ムシの密度減少中！
○喜界島全島で防除対策を実施しており、アリ
　モドキゾウムシの不妊虫放飼を実施した場所
　では虫の密度が減少し、赤連・湾・中里・荒
　木の集落付近では発生が停止しています。

２　サツマイモはアリモドキゾウ

ムシの大好物！
○サツマイモは、栽培しやすく、島の気候では
　周年栽培できるため、食用や家畜のエサ、雑
　草対策と用途も多様です。
○そのため、苗やイモの移動は容易で、放置さ
　れることも多く、アリモドキゾウムシが増殖・
　拡大するには好都合な作物となっています。
○広がりを防ぐためには、エサとなるサツマイ
　モの取り扱いが重要になります。

３　家庭で取り組もう！４つの対策！
①イモや苗のやり取りは控えましょう。特に、　
　虫の少ない島南西部への持ち込みは危険です。
②畑での長期間の栽培や放置は避け、収穫時は
　掘り残しに注意し、クズイモやイモヅルもす
　べて処分しましょう。
③被害イモは野外に捨てたり放置せず、適正に
　処分しましょう。
　（深めの穴に埋め鎮圧したり、自家用であれば
　ゴミ袋に密封しゴミに出します）
④イモを保管する場合は、容器に入れ室内で保
　管しましょう（直接地面に置かない）。

【平成24年度 標語・ポスターコンクール（ポスターの部）
最優秀賞作品】

４　集落説明会を開催します！
○アリモドキゾウムシについて、防除の実施状況やエサとなるサツマイモの取り扱い、アリモドキゾ
　ウムシの生態等について、７月中～下旬にかけて集落説明会を開催しますので、是非ご参加下さい。

◎島からの持ち出しには法律で規制がありますので注意が必要です。

町民の皆様のご理解とご協力をお願いします！

お問い合わせは・・・喜界地区アリモドキゾウムシ防除対策協議会
 　　　　　　　　　　　　　　喜界町産業振興課　TEL：65-3689
 　　　　　　　　　　　　　　大島支庁農政普及課特殊病害虫係　TEL：52-0299

町からのおしらせInformation from town 

密度の低い地
区

庭の雑草対策で放置状態のイモ庭の雑草対策で放置状態のイモ

～産業振興課からのおしらせ～
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～総務課からのおしらせ～

各課への直通電話ができました！

町からのおしらせ
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ＵＩターンフェア“かごしま”ＵＩターンフェア“かごしま”
＆＆

県内就職合同説明会県内就職合同説明会
８月12日（月）８月12日（月）
12:30～ 16:3012:30～ 16:30

（受付12:00～ 15:00）（受付12:00～ 15:00）
城山観光ホテル城山観光ホテル

企業との就職面接会
ハローワーク職員による職業相談
専門職員による農・林・水産業相談
県内ハローワーク求人情報等
その他各種就業支援コーナー
※詳細はお問い合わせください。
連絡先：〒 890-8577　鹿児島市鴨池新町 10-1
鹿児島県庁 10 階　雇用労政課内
鹿児島県ふるさと人材相談室
電話 099-250-6855
フリーダイヤル 0120-445106
http://www.pref.kagoshima.jp/af04/sangyo-rodo/ui/
annai/uifea.html

　 町職員 を募 集します
平成25年度 喜界町職員採用候補者試験を次のとおり行います。

◇試 験 名  初級（高校卒業程度）
◇試験区分 一般事務
 農業技術職
 消防士
◇採用人員 一般事務 若干名
 農業技術職 若干名
 消防士 ２名
◇受験資格
　一般事務
　 昭和 61年４月２日から平成8年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した者  （平成 26年
３月卒業見込みの者を含む）
　農業技術職
　 昭和 48年４月２日以降に生まれた者で大学または専門学校で農業に関する分野を履修した者  ( 平成
26年３月卒業見込みの者を含む）
　消防士
　 昭和 61年４月２日から平成8年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した者  （平成 26年
３月卒業見込みの者を含む）

◇第１次試験日時・会場
　平成25年９月22日（日）　役場コミュニティセンター
◇申し込み受付け期間
　平成25年 8月１日（木）～8月23日（金）　※土日を除く
　＊郵送の場合8月23日までの消印有効
◇問い合わせ先
　 役場総務課（65-1111） 

　この運動は、海岸域の利用が拡大し、多様化
している現状を考慮して、国民の共有財産であ
る海岸を貴重な生活空間として良好な状態に保
つため、海岸の持つ重要な役割について国民の
理解と関心を深めるとともに、海岸を安全に利
用し、管理する運動を盛り上げ、快適でうるお
いのある海岸環境を積極的に創出し、海岸愛護
思想や防災意識の普及と啓発を図ることを目的
とする。

平成25年7月1日（月）平成25年7月1日（月）
　　　　　～7月31日（水）　　　　　～7月31日（水）

海岸保護月間

Information from town 

推進標語
『美しく、安全で、いきいき
　　　　　　した海岸を目指して』

～総務課からのおしらせ～

～建設課からのおしらせ～
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家庭で節電コンテストにチャレンジ！家庭で節電コンテストにチャレンジ！
＝省エネで地球温暖化防止を＝

　私たちの日常生活において電気は必要不可欠なエネルギーである
とともに、地球環境の保全にはその使用量を抑えることも大切なこ
とです。今年は、電気料金も値上げされました。家庭での省エネ活
動を通して環境について考えるよい機会になるとともにお財布にゆ
とりが生まれるかも！？

応募条件　 町内に世帯を有する方で前年度と同じ住居にお住まいの方
　　　　　 ただし、前年同月以降に太陽光発電などを設置した場合や新築住宅等で

前年同月と比較できない場合は対象外とします。

期　　間　７・８月の２か月間の電気使用量

応募期限　平成 25年９月 30日（月）必着

応募方法　 所定の応募用紙（裏面）に必要事項を記入して、７・８
月分の「電気使用量のお知らせ」（※）の写しを添付し、
住民課へ提出してください。

　　　　　（※）検針日の前月約１ヶ月間が電気使用期間となります。

副　　賞　５，０００円商品券（削減量の多い上位３名）

～住民課からのおしらせ～

「奄美若者サポートステーション」 をご利用ください　（厚生労働省認定事業）

　働くことや自立について悩みを抱える若者に適切なサポートを実施して、
主に職業的自立を目指して後押しするところです。
≪支援内容≫
○相談（面談・電話・メール）

　　現在の状況を客観的に見つめ、自立へ向けてのステップを一緒に考えます。
　生活習慣の改善等、まずは小さな目標を立ててみます。
　※キャリアコンサルタントの資格をもった相談員による個別相談も行っております。
○職場見学・職場体験

　 　様々な企業・施設への訪問や農作業体験・パソコン練習等多種多様な活動を通して、就職に向けた心
構えや技能を身につけます。
○家族のサポート

　 　相談員がじっくりとお話を聞きます。ま
た、同じ悩みを抱える家族同士で語り合う
場を設けます。

【開所時間】 
火曜～日曜　10：00 ～ 19：00( 相談受付 18：00 まで )
 ※月曜・祝祭日・年末年始は休み
【連絡先】
〒894-0021　奄美市名瀬伊津部町 20番１号 SHIKI ﾋﾞﾙ 1F
奄美若者サポートステーション
電話　0997-57-0770
Eメール　amami-saposute@polka.ocn.ne.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ  ゙http://amami-saposute.sakura.ne.jp/

ここから始まる、新しい一歩。

ずっと何かがしたいと思っていた。
でも。どうしていいかわからないあなたへ。
一緒に、きっかけを見つけてみませんか。

町からのおしらせInformation from town 
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妻自身の年収が増えて

　夫の健康保険証の

　被扶養者から外れた

専業主婦の年金を改正しました

手続きすれば年金を受け取れる場合があります

　サラリーマンの夫が
　・退職した
　・脱サラをして自営業を始めた
　・６５歳を越えた
　・亡くなった
　サラリーマンの夫と離婚した

※妻が会社員、夫が専業主夫の場合も同じです。

65歳未満の方は、障害・遺族年金を受け取りやすくなります。

という方に、
大事な「国民年金」のお話です。

有料広告

いとしい人を偲び
真心込めてご法事
ご法要お手伝い致します

    ☆　法事・法要会席膳・折会席膳

　☆　出張折り膳組（吸物・刺身・料理折り・うどん）

　自宅法要

　無料貸出し（祭壇用具一式・高膳・湯呑み・コップ他）

　☆　葬儀場での出張料理（昼食・初七日料理）

　☆　幸陽苑での法事　少人数よりご利用賜ります

※当会場でのご法事には、ご

位牌・ご遺影をお供ください。

法事・法要祭壇用具全て、当

店にてご用意致します。

※日時・ご予算等、お気軽に

ご相談ください。

                                                                               ( 有 ) 幸陽苑
                       　大島郡喜界町湾４４５－７
　℡（０９９７）６５- ０９１９　fax ６５‐３３８０

お問い合わせの際は、年金手帳など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

お問い合わせは、
最寄りの年金事務所、または『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

０ ５ ７ ０ － ０ １ １ － ０ ５ ０

専業主婦・主夫の皆さま

65歳以上の方は、お問い合わせが遅れると年金の受け取りも遅れます。

この時に届け出が遅れ、未納期間が発生した方は
すぐにお問い合わせください。

保険料の納付期間が足りなくて
年金が受け取れない
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九州電力奄美営業所　電話番号　０１２０－９８６－８０８
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　最近の我が家の楽しみは、家族でするソフトテニス。
パパがコーチ。遥は競技歴3年目らしく練習に集中（偉
い）。駿はなぜか途中からコーチになり、ママにボー
ル出し（笑）。葵は汗だくになりながら終始ボール拾い
（笑）。３人とも自分の夢に向かって頑張れ（父母より）

　健翔が産声をあげ生まれて一年。いつもニコニコ可愛ら
しい笑顔で家族みんなが癒されています。ありがとう。こ
れから兄や姉とけんかしたりいろんな事を経験し挑戦する
のでしょうね。あなたの成長を家族みんなで楽しみにして
います。健やかにたくましく大きくなってね！(父母より）

　島中集落のとあるお宅に咲くパピリオナンテ・テレ
ス。この花はヒマラヤ、タイ中国南部などに 広く分
布する大型のランで、ラン科ヒスイラン属の多年草。
細長く３ｍにも達する茎の上部に、大柄の樹形いっ
ぱいにカトレアに似るピンクの花を咲かせる。花言
葉は不明。

槇　槇　健健
けんとけ ん と

翔翔くん（中里）くん（中里）
（父　正人・母　仁美）（父　正人・母　仁美）

今月の花① ～パピリオナンテ・テレス～～パピリオナンテ・テレス～

史跡史跡

後世に語り継ぎたい後世に語り継ぎたい
　　　　　　町指定文化財　　　　　　町指定文化財⑤⑤

～戦
せ ん と う し き し ょ

闘指揮所跡～

　戦闘指揮所は昭和１８年～19 年に建設され、戦時中、

特攻隊員はこの地下で作戦の指示を受けた。入口の破損

は直撃弾によるもので、爆撃の悲惨さを物語る。

　昭和６年、日本軍は奄美群島で最も早く喜界島海軍飛

行場を開設し、日中戦争時には大陸爆撃の給油基地として

使用され、南進作戦の足場と位置づけられた。また、沖

縄戦（昭和２０年）では特攻作戦の最前線基地となったた

め、米軍から執
しつよう

拗な攻撃を受けた。その攻撃により、島内

総戸数の約５０％・１９１０戸が被災、島民１１９人が犠牲と

なった。空襲日数も１０６日にのぼり、延べ７１８機が飛来した。

特に同年 3月から7月までは、「定期便」といわれるほど激

しい空襲が続き、日本軍も対空機関砲などで応戦した。

【参考文献：喜界平和学習フィールドワーク・喜界町誌】

尾崎 尾崎 遥遥
はるかはるか

さん(９歳）（右上）（池治）さん(９歳）（右上）（池治）
  駿駿

しゅんしゅん

くん（６歳）（左）くん（６歳）（左）
  葵葵

あおいあおい

さん(４歳)(右前)さん(４歳)(右前) （父   政幸　母   ひろみ）（父   政幸　母   ひろみ）
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　県内の全市町　県内の全市町
村 広 報 誌 コ ー村 広 報 誌 コ ー
ナ ー を 役 場 ロナ ー を 役 場 ロ
ビーに設置しまビーに設置しま
した。した。

喜界町の推計人口
（平成25年 6月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,531戸 （1）

人 口   ・・・・ 7,657人 （△７）

男   ・・・・ 3,705人 （△５）

女   ・・・・ 3,952人 （△２）

（　）は前月比

納付をお忘れなく！（7月）
【税】町県民・国民健康保険税、介護保
険料第2期　７/31まで

【使用料】7月分公営住宅・簡易水道・下
水道使用料・保育料　７/3１まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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俊原　タツさん
（昭和３年生・84歳・坂嶺）

　

手
芸
を
す
る
と
き
が
一
番
の
楽
し
み
と
語
る
タ
ツ
さ
ん
。
手
芸
全
般
を

手
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る
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ツ
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は
、
な
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と
「
手
芸
」
と
「
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ト
編
み
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の
免
状

を
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つ
腕
前
で
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編
み
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の
ベ
テ
ラ
ン
。
い
ま
も
自
慢
の
手
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ご
近
所
さ
ん
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。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
く
よ
く
よ
考
え
な
い
」
こ
と
と
、「
人
と
付
き
合
う

距
離
を
大
事
に
す
る
」
こ
と
。
い
ま
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
人
に
恵
ま
れ

て
き
た
と
元
気
に
話
す
タ
ツ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
編
み
物
を
楽

し
み
な
が
ら
、
明
る
く
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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「しま興しまつり」ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成25年7月21日～8月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

すこ ・・・・・旧すこやかセンター
コミ ・・・・・役場コミュニティーホール
自然 ・・・・・自然休養村管理センター
町体 ・・・・・町総合体育館
グラ ・・・・・総合グラウンド

日 月 火 水 木 金 土

7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27

●集団予防
接 種【 す こ
14:45～】

●厚生連健診
結果報告会
（午後）【コミ
13:30～】

●厚生連健診
結果報告会
（午前・午後）
【コミ9:00～】

7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3

●厚生連健診結
果報告会（午前・
午後）【コミ9:00
～】
●島内一斉空き
缶 拾 い ボ ラ ン
ティア

●厚生連健診
結 果 報 告 会
（午前）【コミ
9:00～】

●3歳児健診
【すこ 13:15
～】

●資料整理休
館【図書館】

●喜界町夏ま
つ り【 町 内
各会場　～4
日】

8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10

●精神デイ
ケ ア【 す こ
10:00～】

●喜界町リー
ダー育成サ
マーキャンプ
（～９日）【自
然】

●母牛登録検
査【セリ市場】

●体操教室
【コミ19:00
～】

●体操教室
【 コ ミ 9:30
～】

8/11 8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 8/17

新盆【～15日】

8/18 8/19 8/20

●青少年ふる
さと大会【町
体・グラ8:00
～ 17:00】

旧盆【～21日】
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